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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

�

佐
藤
　
真

一
般
質
問
の
要
旨

市
の
財
政
基
盤
の
将
来
の
見
通
し

に
つ
い
て

�

稲
浦
　
巖

財政基盤の安定のために

コロナ対策の中心　保健相談センター

問　

感
染
状
況
に
つ
い
て
、

感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
へ

の
置
き
換
わ
り
に
よ
り
、
８

月
に
市
内
の
感
染
者
も
急
増

し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

市
の
基
本
的
な
見
解
は
。

答　

８
月
に
200
人
を
超
え
る

陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た
状
況

に
は
、
大
変
な
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
推
進
に
よ
っ
て
医
療
現

場
の
負
担
軽
減
に
貢
献
で
き

る
よ
う
最
善
を
尽
く
す
。

問　

接
種
が
進
ん
だ
高
齢
者

の
状
況
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
は

感
染
抑
止
に
効
果
が
認
め
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
若
い
世

代
は
未
接
種
の
方
が
多
く
、

感
染
者
が
増
え
て
い
る
。
今

後
の
接
種
の
見
通
し
は
。

答　

市
民
の
理
解
や
医
療
従

事
者
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
。
若
い
世
代
の
接
種

を
進
め
る
た
め
に
、
１
日
当

た
り
の
接
種
枠
を
増
や
し
、

複
数
の
医
療
機
関
で
、
か
か

り
つ
け
で
な
い
方
も
接
種
を

可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
中
の
接
種
が
困
難
な
人
の

た
め
に
、
夕
方
以
降
の
時
間

帯
も
設
定
し
て
い
る
。
９
月

末
ま
で
に
は
、
希
望
す
る
方

の
接
種
予
約
が
お
お
む
ね
完

了
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
民
一
人
一
人
が
「
感

染
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
の

意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
基
本
と
考
え
る
が
、
そ

の
た
め
の
方
策
は
。

答　

感
染
拡
大
防
止
策
と
し

て
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
要
と

な
る
が
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど

の
基
本
的
な
感
染
防
止
策
の

徹
底
が
重
要
で
、
引
き
続
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て

正
確
な
知
識
や
情
報
を
分
か

り
や
す
く
発
信
す
る
。
ま
た
、

市
内
の
福
祉
施
設
や
教
育
現

場
等
の
関
係
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
、
市
内
で
集

団
感
染
等
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

検
査
、
病
床
及
び
相
談

体
制
の
拡
充
の
た
め
に
県
に

働
き
か
け
る
こ
と
は
。

答　

県
は
、
自
宅
療
養
者
の

健
康
観
察
や
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
保
健
所
の
体
制
を

強
化
し
、
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
自
宅
療
養
者

へ
の
生
活
物
資
提
供
の
協
力

や
保
健
所
へ
の
職
員
派
遣
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
県
と

の
情
報
共
有
を
継
続
し
、
検

査
体
制
の
充
実
や
病
床
の
確

保
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

現
状
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
を
優

先
す
べ
き
と
考
え
る
。

問　

今
後
の
財
政
基
盤
の
安

定
対
策
は
。

答　

継
続
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
す
る
た
め
に
は
、

安
定
的
・
効
率
的
な
財
政
運

営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
歳
入
確
保

と
し
て
、
国
・
県
補
助
金
な

ど
特
定
財
源
の
活
用
を
徹
底

し
、
将
来
の
公
債
費
負
担
を

見
越
し
な
が
ら
交
付
税
措
置

の
あ
る
市
債
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
人
口
減
少
対
策
へ

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
方

税
の
増
収
を
図
り
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
今

後
は
、
市
税
や
税
外
収
入
の

収
納
率
向
上
を
図
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
市
有
財
産
の
積

極
的
な
活
用
、
使
用
料
や
手

数
料
等
の
適
正
化
で
歳
入
の

増
加
に
努
め
る
。

　

歳
出
抑
制
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
緊
急
性
や
有
効
性
、

経
費
節
減
な
ど
の
観
点
か
ら

事
業
の
取
捨
選
択
を
す
る
必

要
が
あ
り
、
事
業
や
制
度
の

必
要
性
、
あ
り
方
を
含
め
、

柔
軟
か
つ
大
胆
に
実
施
事
業

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

特
に
公
共
施
設
の
適
正
な
配

置
や
効
率
的
・
効
果
的
な
管

理
運
営
を
行
い
、
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
っ
て
い
く
。

問　

収
入
の
推
移
か
ら
、
新

た
な
増
収
策
を
進
め
る
た
め

に
、
ご
み
の
有
料
化
や
廃
棄

物
に
関
す
る
環
境
負
荷
税
の

導
入
を
検
討
し
て
は
。

答　

直
近
10
年
間
の
収
入
状

況
は
、
市
税
収
入
が
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
が
、
寄
附

金
収
入
の
増
収
に
よ
り
、
自

主
財
源
は
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情

勢
か
ら
、
地
域
経
済
の
縮
小
、

社
会
保
障
費
の
増
大
、
労
働

力
不
足
が
見
込
ま
れ
、
現
状

の
水
準
で
の
収
入
確
保
が
難

し
く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
見
込
み
を
踏

ま
え
、
高
萩
北
部
土
地
区
画

整
理
事
業
を
推
進
し
、
移
住

定
住
促
進
事
業
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
市
税
の
増
収
を
目

指
し
て
い
く
。

　

な
お
、
ご
み
の
有
料
化

は
、
ご
み
減
量
の
た
め
の
手

段
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
処
理
量
の
動
向
を
注
視

し
、
可
燃
ご
み
の
削
減
や
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
環
境

負
荷
税
導
入
の
検
討
で
あ
る

が
、
現
時
点
で
は
、
法
定
外

税
や
そ
の
他
歳
入
が
見
込
め

る
も
の
を
調
査
研
究
し
、
経

済
状
況
に
応
じ
て
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
財
源
確
保
に
努
め

た
い
と
考
え
る
。


